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平成28年度 第5回白井市市民活動推進委員会会議録 

 

１．開催日時 平成29年3月17日（金）午後2時～4時 

２．開催場所 白井市保健福祉センター 3階 団体活動室3 

３．出 席 者 鍋嶋洋子委員長、林 章副委員長、市川温子委員、橋本皓次委員 

黒添 誠委員、押田知之委員、赤間賢二委員、高安敬子委員 

上坂千昭委員、嶋田昇二委員（名簿順） 

４．欠 席 者 米澤拓也委員 

５．事 務 局 豊田課長、松岡主査補、新井主事 

６．傍 聴 者 1名 

 

７．議事 

（１）平成 29 年度市民団体活動支援補助金の審査結果について［非公開］（資料１） 

（２）平成 29 年度市民団体活動支援補助金の募集から審査までのふりかえりについて

［公開］ 

（３）これからの市民活動推進センターのあり方について［公開］（資料２、３、４） 

（４）今後の会議日程について［公開］  

 

８．会議概要 

 

（１）平成 29 年度市民団体活動支援補助金の審査結果について［非公開］（資料１） 

（理由）白井市情報公開条例第 9 条第 1 項第 6 号に基づき、補助金審査の内容のため。 

 

（２）平成 29 年度市民団体活動支援補助金の募集から審査までのふりかえりについて

［公開］ 

 

[委員長] 議事の２番になりますけれども、平成29年度市民団体活動支援補助金の募集

から審査までの振り返りということで、先日の審査に当たってのご感想や、プレゼンの時

間の使い方など、募集段階から審査が終わるまでの間で何でも構いませんので、ざっくば

らんにご意見をいただいて、詳細な制度、仕組みをどうしていくかというのは、また来年

度に向けての議論とすることで本日はご意見いただくということにしたいと思います。

審査会当日に、○○委員よりご意見をいただいていましたので、お願いできますか。 

[委員] ええ、時間のことですね。きょう、改めて追加というと、この２カ月くらいの間

で、補助金の市としての活動、広報から始まって全体として市の側で、何かまとまって今

の段階で、こういうよかった点とか、まだちょっと足らなかった点とか、そういう何か総

括的なことがあればお話しいただきたいと思います。 

[委員長] それでは順を追って、まず募集から申請までのところで、何かご意見あります
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でしょうか。 

申請までの期間が短かったとか、説明会を今回開催してくださっていますけれども、そ

のあたりのところで何かご意見あればと思いますが、いかがでしょう。 

[委員] 募集要項の中で、制度の目的とか、対象団体、事業等、いろいろ書いてあるんで

すけれども、公益活動というよりも収益事業じゃない事業というふうに、もう少し柔らか

く表現できないでしょうか。一般の人は、何か難しくてわからないという気もします。 

それから、事業の予算ですね。これは具体的に言うと、環境塾は環境の部分だけの予算

ではなくて、本当は団体としての予算も必要なんじゃないかなって思ったんですけれど

も、そこら辺がどうなのかなって思いました。 

 募集するに当たって、皆さんがいっぱい応募してくれるような形をとるのか、それとも

ある程度絞り込んだ形で応募してほしいなって思っているのかというのは、以前に応募

者がいっぱいふえるようにというのがありましたよね。その想定だとしたら、ちょっとわ

かりづらいところもあるんじゃないかな。説明会をやられたんで、そこら辺は話をされて

いるんでしょうけれども、それをちょっと思いました。 

[委員長] ほかの方いかがでしょうか。関連してでも別なご意見でも結構です。 

[委員] 私は犬を飼っているんで、動物に対しては、かなり優しい気持ちになっているつ

もりでいるんです。アニマルフレンドさんは３年もらったということで、今回は盛り込み

ができなかったというようなことですけれども。事業によっては、収益を上げられる事業

というのもあって、３年間である程度自主運営ができるようになる部分と、毎年毎年新た

にお金がかかる部分もあるわけですよね。だから、それをあえて３年で切ってしまうとい

うのはいかがなものかなと感じています。一生懸命活動していることを、私は推進センタ

ーの会議室でよく討議されているのを聞いていますので、その活動が補助金がないとい

うことで、なえてしまうというのが非常に残念だと思うんですよね。 

彼ら自身の気持ちが、言葉から伝わってくるのですが、彼らは野良猫と言わないんです

よね。野猫と言っていますね。だから、その辺の思い入れがあって活動している人たちを

もうちょっと市も温かく見る必要があるのかなと感じましたね。 

そういうことで、実際に一生懸命やっている姿が見えるので、何とかできないかなと思

う部分がありました、私はそういう感想です。 

[委員長] 補助事業の制度としては３回までが対象になるというところを、少し長く想

定できるのか。もしくは、ほかの市の事業予算や協働の枠組みとか別な形で、そういった

事業をサポートするのかということの議論が必要だということでいいですかね。 

[委員] はい。 

[委員長] ほかに募集から申請までのところで何かご意見ありますか。 

[委員] 聞いたところで悪いんですけれども、もう既に活動している団体が、こういう制

度があるなら利用したいなと思って窓口へ行っても、そこで申請団体が断られるという

か、もう既に活動しているんだからそれでできるでしょうみたいなふうに、申請まで至ら

ずに、見学をなさっている方がいました。申請を出すまでの間で、どの団体も等しく指導

するということではないんですか。 

[委員長] 担当課の申請相談の対応というところで、ご質問かなと思うので、事務局で何
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かあればご回答ください。 

[事務局] あくまでも申請ができる団体であるか否かというところは、会話を通じて確

認させていただいているんですけれども、申請要件を満たしていれば、幾ら収入が潤沢で

あったとしても、それは自費でやるべきじゃないんですかということはないとは思うん

ですけれども。今の○○委員からの話でいくと、ニュアンスとして受け止められてしまっ

たのかなというところはちょっと心配するところです。 

[委員長] そうですね。提出する申請書の内容が要件に合っていれば、基本的には受けつ

けるということですよね。申請書の書き方や記載のわからない部分の相談対応をしてい

ただくということと、多少の助言は担当課とか、センターのほうでされているのかと思う

のですが、それが受け止める団体のご判断も多少はあるのかもしれませんけれども、基本

的には応募したいという意志があるところは積極的に申請いただくような対応を改めて

お願いしたいということですかね。 

[委員] 役所に行って相談していたら、えらい丁寧にやってくれるんだけれども、わから

なくなっちゃってやめちゃったっていうのもあったと。確かに仕事としてはわかってい

るんだけれども、素人が書くときに、これがあれがと言われるとわからなくなった。だか

ら申請もめんどくさいからやめちゃったという人もいたんですね。 

[委員長] 相談対応する場所が、担当課だけでなくてセンターでもサポートできるとい

いですし、また別な形でサポートができると応募しようかという気にもなるかもしれま

せんけれども。今の話のように、結構、相談のときの対応でも少し留意いただいたほうが、

より多くの団体に応募いただけるのかなということでよろしいですかね。 

[事務局] 市民活動支援課の反省点ということでいきますと、今回初めて説明会をさせ

ていただきました。幾つかの団体から説明会の印象を伺ったんですけれども、説明がわか

りやすくはなっていないとか、あるいは書いてあることをそのまま読み上げているよう

な状態というような話なんかもちらほら聞かれまして。そうしますと、説明会を受けたと

しても、準備にはなかなか入れないという中で、申請どうしましょうかとなったり、相談

におみえになっても十分に理解が深まらないという、そういうところから申請を諦めよ

うかということにもつながってしまったのかなというところもありますので、丁寧かつ、

わかりやすい、そして、今の団体が直面している状況に合わせた相談ですとか説明をより

一層市民活動支援課としてはしていかないといけないかなと感じています。 

[委員長] 後からの議論にもなるかと思うんですけれども、行政が紙に書いてあるもの

以上をなかなか出せなくて、決まったことだけが文面にも言葉にもなるというのが、行政

職員の役割やお仕事内容かなと思うところです。少し余計なことも言えるのが民間の対

応というところで、解釈をサポートするとか、少し柔らかい言葉に置きかえてあげること

をやりやすいのは民間である市民活動支援センターの役割かなと思うんですね。 

他市の事例にはなるんですが、提案書の書き方講座とか、プレゼンテーションのやり方

講座をセンターの事業の中でやっていると。それを受けたからって必ず採択になるわけ

ではないと。それは行政の担当課とか審査会とは別なところがやっているからそれがで

きるのかなと。そういうことをもう少しやらないと、担当課だけにそこを担ってもらうと

いうことは難しいかなと思います。先ほど申し上げたように、公平性を重んじる行政職員
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の皆さんにあんまり期待をしてもなっていうのはあるかと思います。 

[委員] 鎌ヶ谷市の28年度の支援補助金の募集要領というのを見たんですけれども、市

民活動推進センターの登録が条件になっています。もし白井市がそういうふうに条件つ

けたら、そのセンターである程度書き方を教えてあげると、もっとスムーズにいくような

気もするんですけれどもね。センターさんは忙しくなるかもしれないけれども。団体を立

ち上げてやったけれども、まだ団体がよたよたしているか、よくわからない団体が申請し

てきているというのがありましたので、そこがあったほうがいいのかなと。お互いが補完

し合ってやっていれば、その市でもチェックが割かし簡単にできるというか、メリットが

あるんじゃないかなって思ったんですけれどもね。それをすることによって締め出すと

いうことになれば、またいけないですけれどもね。 

[委員長] 募集から申請まではほかにいいですかね。審査会当日はプレゼンテーション

の時間がちょっと短いんではないかというお話がありましたが、そのほかお気づきのと

ころありますかね。 

[委員] 今回、団体が前回の審査のときよりふえましたよね。幾つまでふえてもオーケー

なのかなって。結構一日がかりで審査やりましたでしょう。前もって見る書類もふえて、

盛んになるのはとてもいいことだけれども、どこまでふえるのかなってちょっと思った

りもしたんですけれども。 

[委員長] 小さい金額のところはプレゼンテーションも負担になるだろうということも

あるので、応募団体がふえてくると小さい金額の審査は書類審査にしたりするとか。 

大きな金額のところは、リアルにイメージをつくっていただかないと、ちゃんと補助金

を活用できるかどうかわからないので、プレゼンテーションしていただくというように

分けているところとか。 

あとはプレゼンテーションという形じゃなくて、小さな金額の場合は審査会でヒアリ

ング形式にて聞いてあげると。まだまだ立ち上げたばっかりの団体には、聞いてあげる中

で、書いてないことを引き出してあげるみたいな。大きい金額のほうは、ちゃんと自分た

ちの言葉とストーリーでプレゼンテーションしてもらうという区分をしているところも

ありますね。 

[委員] 確かに、それこそ、環境塾にしてもマルシェにしても、初めてじゃなくやったと

ころは、プレゼンの仕方も時間も上手に使われていて、なれているなっていう感じがしま

した。今回申請したところが全部採択されましたよね。それがうわさじゃないですけれど

も、申請すればもらえるよみたいなふうに、ほかの団体が話で聞いてどっとふえるという

こともあり得るかもしれないなってふうにも思ったりもしたんですけれども。 

[委員] 金額が大きいところの団体さんの内容については、今回一様にありましたけれ

ども、25万っていうのは税金ですから、委員の方々がもっと聞きたいなということがいろ

いろあろうと思うんですね。そういう意味では、ちょっと分けて、少し時間を確保して、

我々の質問できるような時間を確保していただきたいなという印象を持っています。 

[委員長] ありがとうございます。ほかにご意見はないでしょうか。 

[委員] 先ほど、鎌ヶ谷市の登録団体ということだったんですが、今回登録団体は、この

中ではしろい環境塾、それからしろい助け合いネットですね。ですから、登録団体ではな
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い団体がいっぱい申し込みしてきています。 

それから、これから立ち上げようとしているところ、そういうところは一応聞きに来て

いると思うんですけれども、申請の仕方がよくまだわかっていない。しろい環境塾は一番

なれているところであって、活動もそれだけしているわけですよね。新しく来るところは、

申請の仕方をある程度細かく指導をしあげるとか、相談を受けやすくしてやる必要があ

ると思います。それから、今回は募集を始めたのは12月なんですけれども、実質的にＰＲ

する期間がちょっと足んない。 

[事務局] 今、○○委員からご指摘のあった点、そのものだと市民活動支援課でも思って

おりまして。12月15日、募集開始のところを、正式には12月22日からにずれてしまった。

なおかつ、年末年始を挟んで、１月の末日が締め切りだということで、申請された団体さ

んは相当に申請をするに当たっての書類づくりに苦労されていると思います。 

ですので、存在を知って、それを目指したいと思ったとしても、物理的に整わないとい

うこともあると思いますので、年中この補助金に対してのＰＲをして、補助制度というの

は正式に募集する段階にしか発表できませんけれども、補助金の存在があること自体を、

常々いろんな形で団体の方に知っていただくようなはたらきかけをこれからしていくべ

きものだというふうに思いました。 

[委員長] 毎年度この形で、時期もほぼ確定できるのであれば、この時期には始まります

よってご案内できると思いますが、今年度は見直しの時期だったということも、マイナス

にはたらいたのかなと思います。 

 あと、センターの登録団体が応募できるよっていう要件ですが、センターの登録ってそ

んなに大変じゃないんですよね。 

[委員] 難しいんだよね。 

[委員長] なかなか難しいんですか。要件が３人以上いなきゃだめとか。 

[委員] そうじゃなくて、地域的にみんなのためになる活動をしないと。個人のお楽しみ

の集まりっていうのはちょっと入れないですけれどね。 

[委員] で、あるならば、ここで補助金を認められた団体には、逆にセンターに入ってく

ださいというそういう流れにしたら、団体数もふえてきますよね。 

[委員] 逆に入ってもらいたいです。 

[委員] 今言ったように、登録団体になる条件というのがありますから。それが今回の補

助金を受ける基本的な、宗教団体とかそういうのにかかわらないという条件と同じなん

ですよね。 

[委員長] そうですね。対象団体は、ほぼセンターの登録団体になり得るはずなので。 

[委員] ただ、登録団体は活動を開始してないとだめなんですよ。 

[委員長] 実績が必要なんですか。 

[委員] これからやろうところは、まだ。やはり半年くらい実績が。 

[委員長] 要件で、半年くらいの実績を求めているんですか。 

[委員] 登録団体って、推進センターの登録団体でしょう。あと、西白井複合センターに

も登録団体あるし、白井駅前も登録団体あるし、あれとはまた別ですよね。 

[委員] 別です。 
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[委員] 公民館の登録団体は、公共の利益のためっていうのは別にないでしょう。 

[委員長] そこは少しまた後の議論でもご意見いただければと思います。ほかには、審査

のところで、当日含めてありますでしょうかね。よろしいですか。はい、どうぞ。 

[委員] ちょっと戻ってしまうかもしれないんですが、最初募集する段階で、市民活動支

援課さんのほうが説明をしますといった形でやっていますということだったんですが、

例えば、この補助金を使って、すごく有効にそれを活用できて、自分たちの活動がうまく

いった団体について、例えば事例的に補助金の活用こうするとうまくそういう活動が活

性化していきますよという事例発表的なものを短時間で、その説明に合わせて、例えば、

マルシェさんがうまくいったんであれば、この補助金をこういうふうに使って、私たちの

活動は軌道に乗りました。補助金を活用することは大いにいいことで、なおかつ、申請の

仕方もそんなに難しくないんですっていうのを、説明に来た人に説明してあげれば、少し、

市民活動支援課さんの説明プラスアルファの部分がつくかなという感じはします。で、そ

れは、例えば今年度１回やった団体がずっとやるんではなくて、新たに実績を残した団体

に、そういう説明会に協力をいただくこともありますというのを事前にお伝えした上で

やっていくということも一つの方法かと思います。 

[委員長] ありがとうございます。説明会のところで、セットで事例報告というんですか

ね、補助金対象団体の中から、少し活動報告と活用の仕方の報告をしていただくというこ

とをつくってはどうかと。他市で言うと、当方かかわっている中で、中間報告会までやっ

ていただくようなところもあって、補助金を活用していただくには、団体同士でこんな活

動をしているとか、活動成果を共有するとか。 

団体同士がお互いに情報交換することで、助成金、補助金が生きるというような場をつ

くっているところもあったりもしますので、それが負担と感じるのか、それとも場として

すごく有用で、今まで悩んでいたことが、直接その情報交換とか課題共有することでクリ

アになりましたっていうのか、そのあたりはあるかと思うんですけれども。 

今、○○委員がおっしゃったように、団体の方から直接、次の団体のほうにアピールし

てもらうというのはとても有用かなとは思いますが。 

[委員] 今回の申請で感じたんですけれども、子供とか若い世代への補助金の申請が多

かったので、非常に白井は進んでいるんじゃないかと。白井は、子供とか若い世代への補

助金の申請が出てきて、大変いいことだなというふうに思ったんです。 

それと補助金っていうとイメージ的に、減らすもんだ、削減すべきものだという感じが

あるんですけれども、今回の活動の申請を見ますと、補助金を出したほうがいいんだなと

いうのを改めて感じました。 

[委員長] ありがとうございます。では、ほかにご意見がなければ、議題の３に進みたい

と思いますが、よろしいでしょうか。 

  

（３）これからの市民活動推進センターのあり方について［公開］（資料２、３、４） 

 

[委員長] そうしましたら、３番目がこれからの市民活動推進センターのあり方につい

てということで、ここで資料２、３、４を事務局から説明をお願いいたします。 
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＜事務局より資料２、３、４に基づき説明＞ 

 

［委員長］ ありがとうございました。市民を対象にしたアンケート調査から市民活動推

進センターの事業の総括、それから今後も含めてということで、機能について再確認をす

るというようなことを資料に沿ってお話をいただきました。 

それでは○○委員から意見交換のことを含めてご意見を伺えればと思います。 

［委員］ 先日９日の意見交換は非常によかったと思いますよ。それでアンケート調査を

今見させていただいたんですけれども、既に取り組んでいるという方がこんだけしかい

ないのかなと思うと非常に、もっといるような気がするんですけれども。 

それと同時に、この市民活動に取り組みたくないという方がいるというのは、市民とし

て非常に残念な気もしますよね。もっと大勢の方が活動に取り組んでいるような感じを

受けます。センターによく人が来てお話をさせていただいたりしていますけれども。ちょ

っとアンケート調査の結果が残念だなと思います。 

［委員長］ ありがとうございます。アンケート調査の視点でいうと、防犯、防災、交通

安全活動というのは結構、地域密着型の活動なので、ボランティア活動としては地域に定

着しているのかなという感じがしますし、先ほど上坂委員にあったように、子育て世代を

支援する活動は、時代の推移によるとこの数年はもう少しふえているかもしれないです

よね。平成26年調査なので、また二、三年たつと結構、状況が変わってきているのでとい

うのはあるかと思います。 

そういった地域の状況と合わせて中間支援機能を持つ市民活動推進センターの役割等

といったところで、○○委員３時半でご退出ということで、何か少しご意見がどこからで

も結構です、あればお聞かせください。 

［委員］ 今ちょうど○○委員からアンケート調査というところで、私は過去にボランテ

ィアセンターに３年間担当でいまして、市民活動推進センターとの連携といったところ

で、ボランティア登録が、例えば1,000人くらいしか白井市の中でいないとすると、ほか

の市がどうかわからないですけれども、もっと多くていいのかなとは思うのですが。 

それはやはり、もっと宣伝、周知啓発に力を入れて、ボランティア講座をやりますとい

っても、わずかしか応募がない講座があったりとか、それは逆にいうと、そういうニーズ

も少なかったり、市民が何に取り組みたいかというのを確実にこちらが捉えていないで、

自己満足的にやっていたのかなという感じもしていました。今後についていえば、どうや

れば市民活動に取り組んでもらえるのかというポイントをよく押さえる必要があるのか

なと思います。 

計画のことになると、社会福祉協議会で地域福祉活動計画というのを策定しましたが、

その中でも地域の中でどういう活動があるのか知らないとか、どうやって参加したらよ

いのかわからないとか、いろいろご意見がありましたので、そういった方々への情報の発

信と発信できる方法をよくよく考えていかなければいけないかなと感じています。 

このアンケートを見る限りでは、取り組みたいというのが真ん中よりぐっと右に行け

るような取り組みをこれから考えていく必要があるのかなと思います。 
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これは行政と市民とが一体となって考えるべきことだと思っていますので、私は社会

福祉協議会から出ていますので、社会福祉協議会は行政と住民を結ぶ一つの団体ではご

ざいますので、最大限法人の中で、市民の方への啓発活動などにも力を入れてまいりたい

と思います。 

［委員長］ ありがとうございます。福祉関係だと地域包括ケア新総合事業という中で、

人材の育成や掘り起こし育成がテーマになっていくのかなと思います。元気な高齢者が

支えを必要とする高齢者を支えていくというようなところもボランティアの延長線上に

はあるのかなとは思います。 

［委員］ 一ついい事例がございまして、私は以前に福祉作業所というところに今の障害

者の継続支援Ｂ型事業所みのりというところにいたんですね。そのときにお手伝いくだ

さっていた方が、今はここで脳いきいき教室に通いながら、今でもボランティア活動をや

ってくださっていて、この前お会いしたときに、女性だから本当は聞いちゃいけないのか

もしれないけれども、Ｈさんおいくつになりましたかと聞いたら、85歳だっておっしゃっ

ているんですね。自分はボランティアをしながら自分より若い人たちのお手伝いをして

いるんですと言って、これは非常にいいことかなって。 

そういうふうにいつまでも元気な活動ができるようなボランティア活動をやって、そ

の人は自分の中で自分の満足と、あとお手伝いできているという幸せを感じてもらえて

いるのであれば、よりいいだろうなと思っています。そういう80歳を過ぎてもボランティ

ア活動はできるんだという、これはある意味市民活動もできるんだということで考える

と、裾野は限りなく広いなと感じました。ちょっと余談になりましたが。 

［委員長］ ありがとうございます。そのほかの委員の方、関連してでも結構ですし、ほ

かの視点からでも結構です。いかがでしょうか。 

［委員］ 白井市民の健康に関するアンケートを初めて見たんですけれども、このアンケ

ートは、まず活動状況ですね、これはどういう年齢層が活動しているのか、その辺はこの

表からわかるのでしょうか。 

［事務局］ ２ページのこの活動ですね、これは性別のほかにも年代別というところの分

析はあるのですけれども、この中ではご紹介はしておりません。 

［委員］ そうですか。実際に白井の人たちのどういう層が、例えばボランティアに参加

しているか、それからしていないのか。若い層の構成はどうなっているのか。 

［委員長］ 推察するに、その下のところの活動していない理由の中に仕事というところ

が入ってくるので、やっぱり働き盛りの人はなかなかボランティア、市民活動にかかわる

割合としては高くはないだろうなというふうには思われますが、もし追加で事務局のほ

うから情報があれば。 

［委員］ それが全体として、先ほどのボランティア活動の少ない多いというのが、どう

いう年齢層に多くて、例えば少ないとか、それだとどうしたらいいのか。そういう問題提

起につながっていくんじゃないかなと。 

［事務局］ 今回のこの白井市内の活動状況について、年代別も確認をさせていただいて、

大きな差が見られなかったという状況がございましたので、性別と全体だけのご紹介に

とどめさせていただいております。活動しない理由については、３ページにありますとお
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り、年代別で顕著な差が見られましたので掲載をさせてもらいました。活動状況について

は、余り差は見られなかったかなというふうに記憶しています。 

［委員長］ よろしいでしょうか。気づき、機会がある人はどんどん年代に限らず出てい

くけれども、退職して時間があるからって等しく一生懸命みんなが地域活動するかって

いうとそうでもないよということですかね。 

 生涯学習センターとか市民大学校に向けて市民活動のアピールをしても、広がりをそ

こから拾えるっていうのはあんまり少なくて、趣味とか自分生かしの時間に余裕を持っ

てやりたい人が割とそこには多いと思います。先ほどのセンターの登録団体、一つずつ毎

年度、市民大学等から団体が生まれているっていうのはありますけれども、割合からいう

と低いかなという感じはしなくもないですよね。 

［委員］ あと、最近感じるんですが、ニュータウンに引っ越して来た方がいたころは勢

いがありましたよ。今、その方たちが大分もう歳とともにだんだん衰えてきちゃったんで、

何かマンパワーがすごく落ちているような気がしますよね。やっぱり新天地だというこ

とで白井に新しく越してきた方は、じゃあここを何とか我々のまちにしようという勢い

があって、いろいろなボランティア活動とかいろいろなグループを立ち上げたんですね。

それが、今の定年で出てくる方は、その辺のマンパワーがちょっと足りないのかなという

そんな気がします。私のところの団体でも、まだ70過ぎの方が随分頑張ってやっていただ

いていますから。ほとんど今頑張っている登録団体も70超えた方がほとんどだよね。その

後がなかなか入ってこないっていうのは、やはり65、6の方が何か家でこじんまりしちゃ

っているような姿が見受けられるような気がする。 

［委員長］ それは白井に限らず、県内の法人、団体の傾向としては、活動の中心が60代

の後半から70代というところが多くなっていて、退職してすぐ再雇用を受けて、65歳ぐら

いの方が地域とか市民活動に参加するっていうところが少なくなっている感じですね。 

［委員］ 世間の風潮ということじゃないですか。 

［委員長］ 社会的な背景もあったんですが、個人主義だっていう分析をする人もいます。

団塊世代のちょっと下あたりは、社会をみんなでつくっていくんだ、戦後頑張らねばとい

うところのその余韻から、個人主義になっているんじゃないかなという分析もあったり

するんですけれども、そういうこと言っててもきりがないので、そういうまだかなり余力

があって地域に活躍してほしい層をどうやって掘り起こして市民活動に引き込んでいく

かっていうのがテーマになるかもしれないですね。 

［委員］ 昔は会社でも企業も、市役所でも、旅行とか運動会とかあったんですよね。で

も、だんだん嫌われるようになってきて。会社では今旅行はもう全然やらないし、そんな

だったら個人でどこか行ったほうがよっぽど楽しいでしょうね。そういう意識の人がだ

んだんふえてきているんじゃないですかね。 

［委員］ 島根県かどこかで、企業とそれから町が一緒になって、500人ぐらいの町で、

名前は忘れちゃったんですけれども、そこで企業が地域の祭りに必ず参加させるという

ような形をとって、Ｕターンでもなくて新規の方がいっぱい来ているっていう町もある

んです。だから本当は企業が一緒になってやればいいんでしょうけれども、白井市は幅が

広すぎるから難しいのかもしれません。 
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それはそれとして、このアンケートを見て、最初の１ページを見ると、今後取り組みた

い、それからどちらともいえないという方を含めると７割近く行っちゃうんですよね。こ

の方々はこうしたら来ますのというのが最後の６ページにありまして、こういうことを

やれば参画できるような感じがするんですけれども、この黒枠で囲んであるのは何か意

味があったのか。 

［事務局］ これは市民活動に直接的にかかわるような項目だということで、黒線で囲っ

ています。 

［委員］ こういうものというのであれば、こういうことを何かの場で生かしていけない

のかなと思ったので、市民活動にかかわることで、例えばリーダーの育成というのは何か

やっていますよね。この前、資料をもらったファシリテーター育成講座ですね。ああいう

のをやっているということもあるので、それをやれば、もっとふえてくるんじゃないかな

と思うので、ここに書いてある一番大きいのは、何か努力してみる必要があると思うんで

すよね。そうすると、どちらともいえないという人だって、こうだよって言ったら、もし

かしたらやるかもしれないし、今後取り組みたいっていう人には言えれば、かなり大きな

数字になってくると思うので、この意見を大事にしたらいいんじゃないかと思うんです

けれども。 

［委員長］ アンケートの項目は、割と概論というか、文言に落とすと大枠のところにな

ってしまうので、それを具体的にどういう形で、白井市にあった内容で企画、講座等を行

っていくのかという。 

今潜在的なニーズを掘り起こすというために、この視点の中から重点的にどういうも

のを取り組んでいくのかと。それは市が主催がいいのか、センター等の中間支援組織なん

かも主催するという形もありなのかなとは思うんですけれども。 

［委員］ 一番多い市民からの意見、提案を市の取り組みに十分反映させる仕組みを推進

していく必要がありますね。これは私いつも言っているんですけれども、今、選挙で、期

日前投票を市役所でやっていますよね。その日、館内全部をアウトにしちゃうんですね。

これを僕は間違いだと思う。やっていれば、ちょっとそれじゃあ図書館へ行こうか、子供

と一緒に遊びに行こうかって来たら、そこで、あっそうか、選挙だったなと投票する人が

いると投票率が上がると、そういうこと盛んに言っているんですよ。 

それとあと、車の横に防犯パトロール中という黄色い紙を張って。あれは絶対に見ない

です。自分が歩いていて、車が横を通ったら見えないじゃないですか。後ろと前だったら、

まだ、ずっと追っかけていって見えるんですけれども、横じゃだめだから、後ろと前に張

ってと言っているんですけれども、これをもう随分前からタウンミーティングなんかで

も言っているんですけれども、これ言っても全然反映されない、改善もしない。だったら

もうだんだん嫌になってきちゃって。お金のかからない形でものを言っているのに、何で

やってくれないのかなと思ったら嫌になってきますよね。 

［委員長］ タウンミーティングとか、パブコメなんかは、よく出したんだけれども、全

然それがどう反映されたかが見えないと、出してもねというふうになってしまうという

のはあるかと思うのですが。 

［委員］ 一つでも何かやってくれたら、おっ、やってくれているんじゃんと思うんです
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けれども。 

［委員］ この市民からの意見、提案を市の取り組みに十分反映させる仕組みを推進って、

結構いいことだと思うんです。今、実はあるんですよね。市長がやっている。 

［委員長］ ありますね、制度としてね、直接もあるだろうし、タウンミーティングもあ

るしね。 

［委員］ 市長がやっているのがあるじゃない。市長というのは、普通、びびっちゃうよ

ね、最初から市長を呼ぶのはね。だからもう少し、課長への手紙とかが書きやすいんじゃ

ないかな。 

［委員長］ そうですね。一般の市民の方に向けてそういう制度、仕組みというのもある

かと思うのですが、団体が市の施策を少し知っていたら、足りない部分と自分たちがやっ

ている部分が重なったり、それとも補完できているかという確認ができるという意味で

は、担当課の課長がその施策について説明して、団体のほうの事業を逆に市のほうにお知

らせする。そういう場面をつくるというのもありかなとは思いますけれども。 

他市も苦労していて、千葉市だったら、ちばレポか何かＩＴを駆使して、道路がへこん

でいるとか、ここがちょっと危ないとかっていうのを市民がカシャッとカメラで撮って

コメントをつけると、ＩＴで集約されて誰かそこを修繕してということを市民に向けて

また発信すると。ほとんど、行政が穴を補修するということになってしまうんですが、た

だそれもうまくいっているかっていうと、かけたお金、経費から見ると、どうなのかとい

うところもあったりしますけれども。 

［委員］ 自分の住んでいるところに愛着心がないと、市民として活動をいろいろなとこ

ろでしたいなと思えないと思うんですよね。都心へ出ている人たちって、目が都心のほう

を向いていて、自分のいざ住んでいるところに知り合いがいるかっていったら、いない人

が多くて。だから自分の住んでいるこの市が好きだと思えるようなイベントなりきっか

けなり、何かそういうことがあれば、もうちょっと目が向いてくるんじゃないかなという

ふうに思います。 

息子が、ことし初めて東京マラソンに出たんですよ。すごいボランティアの人がたくさ

ん沿道に出ていて、その人たちが、頑張れ、頑張れって言って、いろんなもの差し入れし

てくれたりなんかして、それがあったから何とか最後まで完走できたと言っていたんで

すけれども。 

だからそういう楽しいことあり、そして充実感あり、東京マラソンでもボランティアっ

て、それこそ地下鉄の駅構内から地上のところやトイレや何かもう全てのところにいろ

んなボランティアの人がいて。 

梨マラソンを今やっているので、梨マラソンをみんなで盛り上げましょうみたいな部

分がもうちょっとあれば、もっと楽しく、市民も走らない人も含めて、みんなでやったね

っていう充実感ができると。煩わしさじゃなくて楽しんで参加できるみたいな、そういう

ふうな意識が持てれば、言わずもがな人が戻ってくるんじゃないかなと思います。 

［委員長］ そうですね。ほかに関連でどうぞ。 

［委員］ 公共施設なので、花植えとか、お年寄りと一緒にやりませんかという事業を市

から受け継いだんですけれども、何かをつくる講座とか何かをする講座というのははっ
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きりわかるんですが、子供たちにとってボランティアというのが、それも出し方が難しい

ですよね。さっきも言ったように、地域の方にボランティア講座というと、もうそれだけ

でみんなちょっと面倒くさいかなとか思っちゃって、引いちゃうじゃないですか。 

だけれども、ずっと続いているんですけれども、ジョイキッズっていって、自分たちで

いろんな工作をつくって、そのつくったものをフェスティバルで売って、その収益金をブ

ルキナファソに寄附しましょうということで、頑張って子供たちも声を上げて売ったり

していて、今年度は2万3,000円くらい寄附することになっているんですけれども。 

そうやって次世代のボランティアを自然とできるような教育をしていくことも大事か

なということで、白井高校とかにボランティアの養成に行くと、この間教頭先生もおっし

ゃっていたんですけれども、やっぱり地域とつながっていきたいということで、大歓迎で

すということで、フェスティバルとかでも白井高校の方が手伝いに来てくれていますと

いうと、とても地域の方も喜んで。何でも片づけとか重たかったりするじゃないですか。

すごい喜んでくれているので、それをつなげていくのは、私たち公共施設の役目かなとい

うのは常々考えています。 

やっぱり次世代の子たちに自然とボランティアという、こういうことをやって、地域の

ためにやっていくんだよという姿勢を見せていかなければいけないのかなというのは考

えています。 

［委員長］ ボランティアセンターの役割として、学校と団体とか、学校と個人をつなぐ

と。そういうつなぐ見せ方をしないと、どこでボランティア、市民活動に参加できるのか

というのがわからないと思います。市民活動推進センターもそういった意味では自分生

かしができた団体の活動に参加すると、そういう体験ができますということを市民に伝

えていく橋渡しをする役割というのがないと、なかなか一人一人が何ができるのとかと

いうのは見えにくいかなと思うので、そういう役割は中間支援組織の機能かなとは思う

のですが。 

市民活動推進センターの事業の総括と、それからセンターで意見交換をしていただい

て、何かここの部分でご意見があればと思うのですが、いかかでしょうか。 

今、実績からいうと、なかなか相談対応ができていないかなというようなこととか、登

録団体がずっと同じ数で横ばい状態とかっていう状況はあるかなと思うんですけれども、

このあたりいかがでしょうか。 

［委員］ 相談対応は、対応っていうよりかは相談に来ない。少ないわけですよね。 

［委員長］ センターとしてどうして少ないのかっていう分析は。 

［委員］ 分析は特にしてません。３件か４件というところで市民からの相談は少ないで

す。 

［委員長］ 何を相談していいかわからないっていうところもあるでしょうし。 

［委員］ 何でも相談って書いてあるんですけれども。 

［委員］ 何でもが誰にもわからないらしいですよ。誰でもでは誰も来ない。もういっそ

のこと発信しちゃったらどうですか。花植えをするので、この日来れる人みたいな。 

［委員］ まず、市民活動推進センターというそのものが余り知られていない。登録団体

はもちろん知っていますけれども。 
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［委員長］ 補助金審査のところで先ほどお話したけれども、申請について相談対応する

とか、申請書の書き方含めてとか、活用の仕方含めてしますとかいうと、看板が一つでき

たりとか。 

［委員］ それもあるんですけれども、今まだスタッフが５人でローテーションでしょう。

今回の補助金についても、スタッフ全員がまだわかっているわけでもないから。 

［委員長］ じゃあスタッフに向けて、補助金についての学習会、スタッフのスキルアッ

プをまずした方がいいですよね。スキルアップというか、情報をスタッフの中で共有する

とかね。 

［委員］ 今度、市役所で隣に行くんですよ。だから今の話はすぐにできるんじゃないで

すか。また市役所の中で、市民活動支援課と隣り合わせ同士だったら、市民の皆さんも知

るようになってくるんじゃないですか。 

［委員長］ そうですね。 

［委員］ 市役所の総合受付、案内のところで、そういう何か困ってどこに行ったらいい

んでしょうみたいな案内はしてもらえるんですか。 

［事務局］ あそこは市役所全体の案内になりますから、市民活動に特化させた中身まで

はお答えしきれないというふうになると思うんですよね。それは市民活動推進センター

の重要な役割の一つになってくるのかなというふうに思います。 

［委員］ 今後の課題として、情報収集と人材育成という部分で、人材バンクみたいなも

のを前に役所でこしらえましたよね。ああいうのを今度は市民活動推進センターのほう

で管理するなりして、こんな得意技がありますよみたいな方をどんどん登録していただ

いて、例えば竹細工で竹とんぼつくれるみたいな、そういう人が必要な部分っていうのが

あると思うんですよね。 

例えば子供がたくさん集まるから、そのときに何かイベントで。簡単なものでもいいん

ですよ。たこ揚げの名人とかね。そんなのがいたら、たこ揚げ大会のときに行ってデモン

ストレーションみたいのをやるっていう、そういうようなノートを前つくったと思うの

ですが。 

［委員］ あります、毎回更新しています。 

［委員］ あれ名前が昔入っていたけれども、今は名前入れていない。 

［委員］ 名前は入っていないんですけれども、番号になって、管轄している課に行けば

ちゃんと教えてくれる。 

［委員］ そういうものもセンターで管理できれば、必要に応じて見ていただいてね。こ

ういう人がいるんだったらちょっと頼もうかなみたいなね。 

［委員長］ またボランティアセンターの役割と市民活動推進センターの役割は、どう違

うのかなということも少し考えた方がよいかなと思います。 

今ボランティアセンターでできていることと、市民活動推進センターはそれプラスア

ルファなのか、それと違う視点で何ができるかなということがないと、ボランティアセン

ターに一本化したらいいという話にはなりませんかね。 

［委員］ いずれは同じような方向に向いていくんじゃないかなと思いますけれども。 

［委員長］ そういった意味で、重要、必要っていう振り分けをすることとあわせて、具
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体的にセンターはどういった事業に取り組もうかというアクションプラン、事業計画づ

くりまで進めないと、多分机の上だけの議論になってしまうかなと。それあったらいいな、

でも誰がやるのとか、どこまでの時期にそこに到達させるのとかっていうことまで落と

し込まないと、機能は高まっていかないかなと思われるのですが。 

［事務局］ 今、皆さんに機能を中心とした話をさせていただいて、ご意見を伺っていま

すけれども、最も大事だと思われている推進センターが市の政策上どのような位置づけ

にあって、どんなビジョンをもとにどういう機能を持つのかというところ、その辺のつな

がりが、今現在ない状況にあると思います。だからこそ委員の皆さんもなかなか機能が必

要だから意見を言ってと言われたとしても、言い出しにくいというところがあると思い

ます。 

 市としては、以前にも資料の中でお示しをさせていただいたこともあるかと思うんで

すけれども、市民参加と協働。これを市政の重要なキーワードとして考えております。 

それは、委員長からの話にありましたが、市民参加と協働のまちづくりプランの中では、

一番背骨になるような考え方になっていますし、第５次総合計画においても、まちづくり

の進め方の中の三つのうちの一つに、参加協働ということがうたわれております。この考

え方がまず中心になっていて、その中には、例えば団体同士がお互いに協力、連携し合っ

ていくだとか、あるいは団体がつながっていくだとかというようなことが、また入ってく

ると思いますので、そういうその大きな観点で政策的な考え方を皆様に今一度説明をさ

せていただいて、だからこそこういうビジョンを掲げれば、推進センターをこうしていく

んだということを、現在、事務局の市民活動支援課でまとめているところです。今年度は

この会議が最後になりますので、お示しができませんでしたが、来年度、任期が12月まで

ございますけれども、その中で３回ぐらい予定している会議の中の最初で、その大きなビ

ジョンについての話を皆様には提案をさせていただいて、そこからまたご意見をいただ

きたいと思います。 

ちょっと今は、ビジョンから具体的な機能という話がすとんと降りてこないので、皆様

のほうでもなかなか話しづらいこともあるかと思いますけれども。次回には提案という

形で、そういった大きな考え方を示させていただきたいと思っています。 

［委員長］ これは所見だけじゃなくて、分析というんですかね。簡単に所見が書いてあ

るけれども、分析した上で何が足りないのかというような課題認識と今後というところ

まで、センターを担ってらっしゃる運営委員とスタッフの方が中心にやられるといいの

かなと。 

現状、シフト制になっていて、スタッフの配置も常時１人といったところでは、なかな

か企画事業、日常的な相談対応も含めてできにくいという状況があるということはあっ

たとしても、この所見は、多分市役所のほうでお書きになっていらっしゃるとは思うんで

すけれども、今運営をされている団体のほうでも、少しそこを分析した上で今後といった

ところを市のほうに逆に提案、提言してもいいのかなと思うのですが。 

［委員］ 最初に、アニマルフレンドの話を○○委員がおっしゃってましたよね。補助金

がないから、活動がそこでストップしちゃう。例えば、そういう活動をしてきて、その実

績もあって、市としてもその活動がとても役に立ってっていうときに、じゃあ今度は補助
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金じゃなしに、それを委託のほうへ。 

［委員長］ そうですね、担当課で予算づけをしてもらってね。 

［委員］ 予算づけをして、その活動がその市のために役に立っていいのであれば、市の

業務じゃなくて委託事業としての予算として、そちらに下りるようなそういう仕組みが

できると、やりがいもあり、しかも継続もできっていうふうになっていくんじゃないかな

というふうには思うんですけれども。それこそ協働のまちづくりになっていくんじゃな

いかなというふうには思います。 

［委員長］ 協働提案制度という制度を、補助金の制度以外に持ったほうがいいのか、補

助金の対象回数を３回じゃなくて10回にしちゃったほうがいいんじゃないのという議論

も並行してあるのかもしれない。でも、10回出す補助金はないよねと。やっぱり協働で、

市の担当課にきちんと予算をつけてもらってやるべき内容という判断ができれば、予算

枠をその担当課がきちんととるということで。 

だからそれは一ついい事例で、アニマルフレンドの事例を挙げながら、そこを地域課題

に社会的な課題、地域課題なんだからというところを制度にしていきましょうというこ

とだと思うんですけれども、それを含めて議論をしたほうがいいですよね。 

 それとまたセンターの役割と、いろんな視点を持って市民参加協働を白井市全体とし

てどう進めていくのかというふうになれればいいので、一つセンターだけを取り上げて

そこだけ詰めて話をしても、ここの委員会の役割にはならないかなとは思うんですが。 

ただ、やっぱりセンターとしては、もう少し今申し上げたような分析と、この後という

ところをご提案されたほうがいいかなと思います。やっぱり行政と団体、今のアニマルフ

レンドと行政、直接やりとりをすると、なかなか客観的な視点が入らないと、意見交換が

スムーズじゃないときには、センターも同席をしてそういう場を設定してあげる、担当課

の協力があれば、担当課と団体と顔合わせじゃないですけれども、意見交換をしませんか

という場を制度がなくてもつくれるかなとは思うんですが、それはもう個人とか別の団

体ではできないので、センターを運営している団体だからこそできる役割かなとは思う

んですけれども。何かそんなところで、ほかにご意見は。はい、どうぞ。 

［委員］ 今のセンターは登録団体が中心ですよね。登録されてない団体もしくは個人の

使用がある程度制限になるんですよね。例えば印刷、それから会議室利用、会議室はもち

ろん利用できません、個人や登録されてない団体は。その辺の締めつけを今後はどうする

のか。特に、趣味の団体とかが結構多いんですよね。そういう団体さんは、一応センター

さんを利用していますよね。 

［委員長］ そういう区分が世の中的にはできにくくなってきているかもしれないよと

いうことかもしれない。だから楽しみの延長で公益があるかもしれないとか。 

［委員］ としても、何かの団体が利用に来るんですよ。そうすると登録されてない、そ

れからボランティア的じゃないという先ほどの条件がありますよね、それがオープンに

するのか、オープンというのは、もちろん宗教とかそういうのはまた別ですけれども、一

般の人も利用できちゃう。 

［委員長］ 今度１階に移行したときに、カフェスペースとか交流スペースも隣り合わせ

でつくるとかっていうんでしたっけね。 
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きょう資料で皆さん、前回の会議資料の中に、具体的にじゃあ新しく移行してオープン

になったときの場所の図がつくってありまして、多目的スペースと市民ギャラリーとい

うところがあって、市民活動センターもあるよという感じですかね。結構、１階入り口の

ところは、一般の方と隣り合わせのスペースになるので、一般の方でボランティア活動し

たいとか、団体に関心があるんだけれどもという人は、流れとしては呼び込みやすいかな

というしつらえ方ですけれども。 

［委員］ 今のそのフリースペースの利用は、例えば浦安の場合は、自由に入ってカウン

トもしていないんです。うちの場合は全部カウント。一応利用者という部分でカウントし

て、フリースペースも一つしか今はないです。今後は例えば自由に出入りってなると、一

応お茶も飲めてってできるスペースもある。ただし、会議室と印刷の利用はできません。 

［委員長］ これは事例で四街道なんかいうと、印刷機もなくて、コピー機もなくて、会

議室っていってもここよりも狭いところが一つ、テーブルが一つ真ん中にあってってい

うしつらえで、前の結婚式の相談対応、ブライディングサロンのスペースみたいなところ

のウィンドウを壊してみたいなところなので、あんまりハード部分が整っていないと、ソ

フトの機能が果たせないかというとそうでもないと思います。コーディネーターの役割

のほうがむしろ大きい部分もなくはない。ハードが整っていれば、推進センター、市民活

動センターとしての機能は高まるかっていうのは、余りそこだけではないかなという。事

例もいろいろ探ってみるといいっていうのと、あとはやっぱり白井市の状況に沿った内

容で改めて議論は必要かと思いますけれども。 

 ということで、全体を通して何かご意見等ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

次回以降の内容について少しお話しいただければと思います。 

 

（４）今後の会議日程について［公開］  

 

［事務局］ 今年度、本日が最後の会議ということで、１年間大変お世話になりました。

ありがとうございました。 

来年度については、皆様の任期が１２月までございます。任期中には３回の会議を予定

しております。この会議の中では、補助金の審査にかかわる議題はございませんで、市民

活動の推進、推進センターの事柄について、皆様と議論をさせていただきたいというふう

に思っていますし、またアイデアやいろんなご提案もいただきたいと思っております。 

30年度の補助金審査については、ちょうど任期が、12月でかわりますので、新しいメン

バーの皆さんとともに審査をしていくということで、この市民活動推進委員会のメンバ

ー構成ですとか、それからいろんな役割、そういったようなものも今一度振り返った上で

新しい次の会議をスタートしていきたいと思っております。 

ですので、早ければ、ことしの５月には第１回目を開かせていただきたいと思っており

ます。あと、詳細については、今の段階では申し上げられませんけれども、また皆さんに

はメールや文書等でお知らせをさせていただきたいと思います。 

［委員長］ 進め方についてご意見はありませんでしょうか。当方からいうと、やっぱり

市の推進委員会なので、制度とか仕組みにどういうふうに置きかえていけるのかってい
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うところに対して委員として皆さんのご意見をいただきたいと思うので、余り散漫にな

らないように進めていければというふうに思っています。そこは事前に５月の会議の前

に事務局とすり合わせをしながら、できるだけ出された意見が直接、仕組み制度に反映で

きるような内容にしていきたいと考えています。 

意見として、先ほどのご意見もそうですよね。アニマルフレンドの例もそうですけれど

も、そこを具体的なところから仕組みとして考えるとっていう議論まで持っていかない

と、出して終わりというふうになるかと思いますので、その辺はぜひ事務局のほうにも要

望していきたいと思いますし、皆さんの時間とエネルギーが無駄にならないようしてい

ければと思っていますので、よろしくお願いいたします。じゃあ改めて５月以降の日程は

ご連絡を調整いただくということでよろしいでしょうか。 

 第５回の市民活動推進委員会を終わりにさせていただきます。どうもありがとうござ

いました。 
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